



Learning Activities of the Young Women’s Associations and 
Training of Women in Agricultural Villages in AICHI Prefecture : 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































50） 山崎延吉（1873 ～ 1954）は、教育者、農学者で
あり、愛知県立農林学校の初代校長に就任した
人物である。「日本のデンマーク」として安城
が呼称されるような農業改善に努力した。同校
長退職後は、全国各地の農村を巡回し、講演活
動に励んだ。1930年には「安城女子専門学校」
（現在の愛知学泉大学の前身）初代校長に就任
し、女子学生への農業教育にも尽力した。その
後、理想の教育の実現にむけて私塾の「神風義
塾」を創設した。（岡田洋司『農本主義者山崎延
吉』未知谷、2010年より抜粋）
51） 神田より子「日本における第一次世界大戦勃発
に至る女子青年団とその雑誌の変遷（加納実紀
代・研究代表者「日本学術振興会科学研究費補
助金基盤研究B研究課題」「表象にみる第二次世
界大戦下の女性の戦争協力とジェンダー平等に
関する国際比較」）14ページ。神田は、1920年
代における処女会を青年団と並ぶ女子青年団と
して再編しようとする動きについて、「処女会か
ら女子青年団へという成年女子団体の制度的・
質的転換の可能性が地方レベルでも看取され、
その準備が進められてきた」と記述している（同
上、16 ～ 17ページ）。
52） 同上。
53） 同上。
54） 同上。
55） 同上。
56） 同上。
57） 同上。
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藤男が編集人を務めた同誌では「地方処女会
の相互連絡を図り、その擁護機関として、地
方処女会の修得を奨め、働妻健母に必須の素
養を授け、児童の擁護、故老の敬重、家庭の
改善に適切な訓練を施し、郷土の繁栄を期し、
都会と農村の実情を攻撃し、その調和発達を
計り、処女の処世に活用し、特に田園婦人の
自重自覚を奨励め、愛郷心を涵養し、安心立
命の境地を開拓し、国運発展の根幹を培う事
を目的とする」と「『処女の友』の主張」に
掲載されている58）。この主張から将来「田園
婦人」になるであろう「処女」が読者の対象
として捉えられ、処女らが「働妾健母」にな
るべく「必須の素養を授け、児童の擁護、故
老の敬重、家庭の改善に適切な訓練を施し、
郷土の繁栄を期し」ものであった59）。安城で
は、女子のための農業補習学校設立計画が立
案されていたが、財政上の問題から計画が頓
挫していた。そのため農業補習学校に入学
できない女子は、処女会や女子青年団に加入
し、補習教育を受けることとなり、それらは
農業補習学校の補完する役割をとして期待さ
れた。「働妻健母」なる言葉は、高等女学校
の女子学生に求められたスローガンであった
「良妻賢母」になぞらえているのであろうか。
また彼女らは高等女学校に入学できなかった
ものの、地域の農村婦人として「家庭の改善
に適切な訓練を施し、郷土の繁栄を期し」た
のである60）。
　同誌創刊号の誌面は「諸国子守歌」、教訓
お伽話「雀の恩返し」、「処女新聞」第1号論説、
田園消息、草蛙の歌、格言、俚謡、嫁の押売（笑
話）、懸賞判じ絵、地方通信、投稿募集の記事、
編集便りなどが存在し、幅広い内容のものと
なっていた。投稿募集では詩や短歌、俳句、
絵画作品の投稿が可能となっていた61）。また
「家庭欄」では「お料理」について、「煮出し 
の取り方」、「季節料理法」、「食物の貯蔵法」な
どの料理に関する記事、「通俗科学講話」、「家
庭農事」などの科学読み物や家庭での農事の
知識に関する記事なども掲載された62）。
　年若い少女らが青春の時期を過ごす中で
『処女の友』を講読しながら、知識や教養を
身に付けていくことになった。女子青年団に
属していた読者の一人は、「知識の習得をはじ
め読み物が多く、一時の娯楽として感じさせ
ずにはいられなかった。ますます精進しなけ
ればならないと確信した」という一読者の声
からもわかるように、女子青年団員の教養雑
誌としての意味合いがみてとれる63）。
Ⅵ．「大日本青少年団」の結成と女子青年団
の様相
１．男子青年団・女子青年団統合期における 
　わが国女子青年団の状況
　戦争の激化が続く中、1940（昭和15）年に
「大日本連合女子青年団」は「団体数　一五、
四九二団、団員数　一、五七三、八八七人、
経費総額　一、四七八、〇九四円（地方連合
団体数　七六九団）との報告がなされた64）。
また「事業概況」については「一、全国加盟
団事務主任協議会　二、二千六百年記念令旨
奉戴二十周年記念施設　三、銃後強化施設　
敬神献穀施設。生活刷新運動（生活改善＝衣
食住、社交儀礼、娯楽）。生産拡充。家庭教
育改善　四、軍事保護事業施設　戦没者遺族
援護施設。出征軍人遺家族家庭強化施設。傷
病軍人援護施設。傷痍軍人結婚相談施設（中
略）七、体位向上施設。女子青年体力テスト。
栄養知識の普及・全国体育大会参加施設　八、
文書教育施設　九、家庭科学研究施設」と示
されており「大日本青少年団」に吸収されて
からも、以前と変わらぬ内容が行われていた。
58） 『処女の友』創刊号、処女会中央部、1918年11月
10日号。
59） 同上。
60） 同上。
61） 同上。
62） 同上。
63） 「一青年団員女子A」の言葉。『処女の友』創刊号。
64） 大日本青少年団史編纂委員会編『大日本青年団
史』日本青年館、1970年、107 ～ 108ページ。
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２．「大日本青少年団」の結成
　1941（昭和16）年3月、「大日本青少年団二
関スル件」（文部省訓令第2号）が発行された。
団長には当時の文部大臣であった橋田邦彦が
就任した。この訓令において、「大日本青少年
団団長＝文部大臣」の統括の下で発足であっ
た65）。また組織の方針については「大日本青
少年団は皇国青少年を錬成するを目的とする
を以て、之が達成の為には其の組織機構をし
て我が青少年教育の根幹たる青年学校及び小
学校と不離一体のもたらしめ、男女青年を通
じて一貫したる訓練体制を樹立せざるべから
ず」と定められた66）。女子青年団については
以下のようなものであった67）。
六、女子青年団に関する件
現下の我が国の情勢に伴ひ女子青年に負荷
せられたる任務愈々重きを加へたるに鑑
み、女子青年団の振興を図るは最も緊急な
り。以て之が拡充に一段の努力を致し真に
皇国女子青年たるに適切なる団体的実践修
練を施すことに力めるべし。尚優秀なる婦
人指導者の活動を以て其の実績の向上を図
るべし
　女子青年団は「真に皇国女子青年たるに適
切なる団体的実践修練を施すことに力めるべ
し。尚優秀なる婦人指導者の活動を以て其の
実績の向上を図るべし」とあるように、「団体
的実践訓練を積むことで、「優秀なる婦人指導
者」を育成していくことが企図された。とこ
ろが、男女青年団の合体により懸念すること
も存在した。大日本女子連合青年団の中心的
指導者であり、活動に深くかかわった東京医
科大学の創設者吉岡弥生は、「私には、たつた
一つ危惧する点がありました。それは男女青
年団が統一された場合、もしも女子青年と男
子青年の指導を混同するやうなことはありは
すまいか。勿論、国民としての共通の使命を
もつている以上、ある程度同一の指導訓練は
大切ですが、女子青年独自の特質使命をよく
生かして、女子青年にぴったりした指導でな
ければならない（以下略）」と述べ、女子青
年団の印象が薄れるだけでなく、女子青年に
見合った指導が本当に行われるのか、疑問を
呈している68）。男子青年団に付随する形で女
子青年団が活動している印象を受ける。しか
しながら吉岡は「女子青年独自の特質使命を
よく生か」すことが重要であると認識しなけ
ればならないと説いている。
３．戦時下の女子青年団
　女子青年団は、大日本連合青年団に統合さ
れたのち、戦時体制下に組み込まれていくこ
とになった。1942（昭和17）年に「戦時家庭
教育指導に関する件」が文部次官通牒により
発令された。要綱はどのようなものであった
のか。その内容を以下に見てみたい69）。
戦時生徒教育指導要綱
１． 我が国に於ける詠の特質の闡明並びに其 
の使命の自覚
２．健全な家風の樹立
　　イ、敬神崇祖　ロ、敬愛、親和、礼節、
　　ロ、謙虚　ハ、一家和楽　二、隣保共和
３．母の教養訓練
　　イ．国家観念の涵養　ロ、日本婦道の修 
　　得　ハ、母の自覚　ニ、科学的教養の向 
　　上　ホ、健全なる趣味の涵養、強健なる 
　　母体の錬成
４．子女の薫陶擁護
　　イ、皇国民たる信念の啓培　ロ、剛健な 
　　る精神の鍛練　ハ、弴弥なる情操の薫治、 
　　ニ、よき躾　ホ、身体の擁護鍛錬
65） 大日本青少年団史編纂委員会編『大日本青年団
史』日本青年館、1970年、107 ～ 108ページ。
66） 同上。
67） 同上。なお引用資料の漢字については、執筆者
の手により旧字体を新字体としている。
68） 吉岡弥生「嫁がせた母親の喜び―井上先生に後
事を託すに当りて」（『処女の友』第４巻第3号、
1941年3月）。
69） 「戦時家庭教育指導に関する件」（文部次官通
牒）、1942年10月。なお引用資料の漢字につい
ては、執筆者の手により旧字体を新字体として
いる。
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５．家庭生活の刷新充実
　　イ．時局認識　ロ、家庭経済の国策への 
　　協力　ハ、家生活に於ける科学の活用
　　ニ、家族皆労　ホ、隣保相扶　へ、国防 
　　訓練　ト．家庭娯楽の振興
　「２．健全な家風の樹立」について「イ、
敬神崇祖　ロ、敬愛、親和、礼節、謙虚　ハ、
一家和楽　二、隣保共和」と女性としてのた
しなみや国家への忠誠が求められただけでは
なく、「３．母の教養訓練」として「イ．国家
観念の涵養　ロ、日本婦道の修得　ハ、母の
自覚　ニ、科学的教養の向上　ホ、健全なる
趣味の涵養、強健なる母体の錬成」が求めら
れた。女子青年団員としてのみならず、「母の
教養訓練」も必要とされた。「母の自覚」の
もと、「科学的教養の向上」や「強健なる母体
の錬成」が大切とされ、いついかなる状況で
あろうとも良妻賢母の思想や学習する意識を
忘れてはならない女性にとって大切なもので
あった。この影響をうけるかたちで、地方団
では、「女子戦時生活指導者練成会」が企画さ
れた。以下に見てみたい70）。
１． 女子の体力錬成　女子体育の理念と実 
際　休養と和楽
２．栄養　　　　　　戦時下の栄養
３．結核　　　　　　結核の概念、結核予防
４．育児の問題　　　乳幼児の栄養、乳幼児 
　　　　　　　　　　の疾病、乳幼児の保護
５．母性保護　　　　母性保護、勤労婦人と
　　　　　　　　　　疾病、我が国の人口問 
　　　　　　　　　　題及び優性問題
６．戦時家庭生活の合理化　家庭生活概論、 
　　家庭管理、衣食住の合理化
　上述のように、女子青年団の「生活指導者」
対象に、「体力錬成」、「栄養」、「結核」、「育児の
問題」、「母性保護」、「戦時家庭生活の合理化」
と多岐にわたり講習されることになった。兵
隊として戦地に赴く男性に代わり、強い女性
と国土の防衛を担うことになった。母として
女性としての知識の習得も求められているこ
とがうかがえる。戦争が激化する中において
も、女子青年団員の学習活動は求められ続け
た。しかしながら女子青年団は、男子青年団
と同じように、戦時体制に組み込まれ、やが
て機能が低下していくことになった。
　大日本女子青年団では、日中戦争以前から
銃後奉公活動も取り組まれていたことから、
安城の女子青年団においても指導者、生活改
善への取り組みをはじめ、遠足や敬老会、寺
社清掃なども行われた。さらに出征軍人への
慰問文の作成と発送作業、軍人遺族の義援金
募集活動などの軍事援護事業も行われた71）。
福釜地区・箕輪地区・赤松地区をはじめとす
る安城女子青年団第3分団では、武運長久の
祈願祭、戦死者追悼、報国法要などの行事へ
の参加はもとより、貯蓄報国運動、千人針の
針縫いなどがおこなわれ、ますます戦時の激
化に伴い活発化した72）。慰問袋の作成や手紙
や手ぬぐい、飴などを詰めて発送する作業に
ついては、女子青年団のみならず、国防婦人
会、愛国婦人会などとともに実施された63）。
　安城町銃後奉公会主催の「兵隊さん感謝
の会」では、「昭和十年十月四日正午」より
「第一国民学校講堂」を会場に「各学校・工
場・諸団体」後援で行われた。「出演種目と
順序」を見てみると、「第一部」では「1表情
遊戯　戦地の父ちゃん　国民学校　一二名」、
「２舞踏　暁の決死隊　青年学校　二名」、「３
同　弥次喜多道中　帝国製糸　二名」、「４同　
あかねの雲の燃ゆる頃　女子青年　七名」と
の記述がみられる74）。「女子青年」はこのほ
かに「21　舞踏　春のおとずれ　女子青年　
五名」、「22剣舞劇　白虎隊　女子青年　一七
70） 「女子戦時生活指導者練成会」（1942年10月）。な
お引用資料の漢字については、執筆者の手によ
り旧字体を新字体としている。
71） 前掲16）、『新編安城市史』（通史編　近代）第3巻、
579ページ。
72） 同上、580ページ。
73） 同上。
74） 安城市青年団協議会編『安城市青年団史』（第2
巻）、1962年、185 ～ 186ページ。
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名」、「第二部」では「２舞踏　仰ぐ忠霊塔　
女子青年　七名」、「12舞踏　たてよ女性　女
子青年　五名」、「18劇　男の花道（二場）　女
子青年　一一名」とあり、「舞踏」や「剣舞劇」、
「劇」などを披露している75）。国民の娯楽が
制限されるなかで、演劇が行われることで、
セリフ覚えや立ち振る舞いなど日夜練習に励
んだ「女子青年」の姿が浮かぶのである。
　多くの女子青年団活動は、1943（昭和18）
年頃には戦争の激化によりやむなく休止され
ていくことなった。再び表舞台に登場するの
は第二次世界大戦後となり、新制青年団・女
子青年団の再結成を待つこととなる。
Ⅶ．おわりに―安城女子青年団の学習活動の
意義―
　安城では近世より娘組が存在し、明治期の
日露戦争後の1909（明治42）年に「女子会」
の発足が起点となった。小学校教員の実施す
る補習教育・裁縫教育のような内容が実施さ
れた女子会は、やがて同窓会組織へと拡大発
展し、これを基礎にしながら未婚女性対象の
女子会や処女会の設置がみられるようになっ
た。名士の講演や料理講習会等も実施され、
農村女性の育成が図られた。1925（大正14）
年に「安城町処女会」が結成され、1927（昭
和２）年に「大日本女子連合青年団」の発足
を受け、「安城町女子青年団」として改組され
た。婦徳の修養に努め他日良妻賢母たるの素
質を養成する」ことが主眼とされ、料理や作
法の講習会さらには見学旅行、軍事援護活動
などの公的行事への参加を余儀なくされた。
大正期になると女子青年団の活動が一層盛ん
となり、地元碧海郡の説教場における5回に
わたる講習会や、他県との交流修養会、蓮沼
門三主催の修養団活動の影響により、女子青
年団員においては「修養」が重視されていく
ことになった。
　女子青年団員は修養に努めながらも、『処女
の友』、『女子青年』誌などの修養を主とした
女性教養雑誌を購読した。同誌読者として彼
女らは「働妻健母」に必須の素養、児童の擁
護、家庭の改善に適切な訓練を施す必要があ
るだけでなく、郷土の繁栄についても期待さ
れることになった。それは彼女らが田園婦人
として自重自覚を促すとともに、愛郷心を涵
養することが目的とされた。
　昭和期に入ると、軍部の台頭により、対外
戦争を繰り広げる方針がとられた。それは満
州事変からはじめる十五年戦争に直面するこ
とになり、とりわけ日中戦争の激化が続くと
「大日本連合女子青年団」は、男子のそれと
合体し、「大日本青少年団」として国家の組織
として統合された。女子青年団はそれまでの
農村婦人の養成から皇国女子青年として育成
されるようにシフトチェンジし、団体的実践
修練を通じて婦人指導者の育成が図られるこ
とになった。戦時体制は激化していくなかで、
女性指導者としての知識の習得や演劇活動も
行われた。そこでは女性青年団員として学習
する姿勢は曲がりなりにも継続されていた。
　安城女子青年団は、農村女性の育成方針を
取りやめることなく、女性の教養としての学
習活動も継続して取り組まれた。
　なお第二次世界大戦の敗戦後になり、安城
女子青年団がどのように再編され、役割を果
たしたのかについて明らかにされていないこ
と、また安城の周辺の岡崎、西尾における女
子青年団の動向などについても今後の課題と
したい。
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